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オ
ル
レ
コ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
か
が
大

切
。
南
島
原
市
の
コ
ー
ス
と
連
携
し
な
が

ら
宿
泊
型
の
観
光
客
の
増
加
へ
と
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

南
島
原
コ
ー
ス
と
連
動
し
て
宿
泊

し
、
温
泉
や
湧
水
に
ふ
れ
て
島
原
半
島
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。

　
　

企
業
誘
致
の
現
状
と
具
体
的
な
成
果

は
？
今
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く

事
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
が
？

　
　

島
原
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
脈
を
通
じ

て
企
業
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
は
一
朝
一
夕
で

は
で
き
な
い
の
で
人
脈
を
通
じ
た
誘
致
活

動
に
努
め
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
物
の
返
礼
品

だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
的
な
満
足
を
返

礼
品
と
し
た
寄
付
を
頂
い
て
い
る
事
例
も

あ
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

物
の
寄
付
で
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ

る
好
事
例
を
示
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

物
で
は
な
い
返
礼
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
原

点
な
の
で
、
大
変
参
考
に
な
る
。

　
　

高
潮
対
策
の
埋
立
予
定
地
、
締
切
堤

防
の
住
民
へ
の
周
知
が
不
十
分
で
は
な
い

の
か
？

　
　

工
事
の
期
間
と
概
要
を
町
内
会
の
回

覧
で
知
ら
せ
て
い
る
が
、
今
後
は
詳
細
な

内
容
も
回
覧
等
で
周
知
し
た
い
。

　
　

高
潮
対
策
警
戒
時
期
の
周
知
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
が
？

　
　

現
在
は
高
潮
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、
チ
ラ
シ
配
布
や
消
防
団
に
よ
る
警
戒

を
実
施
。
今
後
は
満
潮
時
の
潮
位
５
メ
ー

ト
ル
以
上
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
啓
発
用

チ
ラ
シ
や
防
災
無
線
で
も
周
知
し
た
い
。

　
　

イ
オ
ン
～
中
央
公
園
間
に
横
断
歩
道

の
設
置
を
。

　
　

警
察
と
協
議
し
た
が
、
２
ヶ
所
の
横

断
歩
道
が
近
く
に
あ
り
難
し
い
と
の
こ
と

だ
が
、
再
度
、
要
望
は
伝
え
た
い
。
イ
オ

ン
の
建
て
替
え
に
伴
い
市
道
を
南
側
へ
付

け
替
え
る
場
合
は
、
一
連
の
将
来
構
想
の

中
で
も
十
分
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
防
災
メ
ー
ル
の
普
及
に
つ
い
て

◇
道
徳
教
育
に
つ
い
て

◇
教
職
員
同
士
の
連
携
に
つ
い
て

　
　

取
組
状
況
は
。

　
　

市
内
の
空
き
家
数
は
５
５
２
件
。
空

き
家
バ
ン
ク
は
21
件
登
録
で
、
そ
の
う
ち

12
件
成
約
。
老
朽
危
険
空
家
除
却
支
援
事

業
の
紹
介
等
を
実
施
。

　
　

空
家
等
対
策
協
議
会
に
つ
い
て
、
①

実
施
状
況
は
。
②
機
能
し
て
い
な
い
の
で

は
。
③
成
果
は
。

　
　

①
平
成
29
年
度
は
３
回
、
30
年
度
は

１
回
、
本
年
度
は
未
開
催
。
②
29
年
度
は

空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
、
30
年
度
は
特

定
空
家
決
定
に
関
す
る
意
見
を
伺
っ
て
い

る
。
③
相
談
窓
口
の
設
定
、
空
き
家
情
報

等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
危
険
空
家
除
却

事
業
を
33
件
実
施
。

　
　

課
長
、
係
長
を
責
任
者
に
し
て
空
家

対
策
を
進
め
る
べ
き
。

　
　

民
間
の
方
々
に
も
協
力
を
い
た
だ
け

る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
提
案
等
を

し
て
い
た
だ
き
結
論
を
導
く
こ
と
が
実
効

的
。
検
討
し
た
い
。

　
　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
は
。

　
　

市
の
全
世
帯
数
は
１
万
６
９
７
０
。

単
身
高
齢
者
世
帯
数
は
２
２
９
８
、
高
齢

夫
婦
世
帯
数
は
２
３
４
７
。

　
　

通
学
路
沿
い
の
空
き
家
等
の
把
握
は
。

　
　

詳
細
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

関
係
部
署
と
連
携
し
、
学
校
と
情
報
を
共

有
し
た
。

　
　

本
市
の
人
口
減
少
の
推
移
は
。

　
　

令
和
２
年
は
４
万
３
４
２
６
人
、
令

和
27
年
は
３
万
１
４
０
６
人
と
推
計
。

　
　

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
が
、
採
用

の
検
討
は
。

　
　

平
成
30
年
度
で
56
自
治
体
が
活
用
。

本
市
は
内
閣
府
の
制
度
を
活
用
し
た
。

　
　

な
ぜ
取
り
組
ま
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

今
ま
で
は
国
と
の
つ
な
が
り
が
大
き

な
目
標
。
今
後
は
民
間
活
力
の
活
用
を
念

頭
に
お
い
て
考
え
る
。

　
　

本
市
は
民
間
企
業
に
職
員
を
派
遣
し

て
い
る
が
、
財
政
支
援
が
あ
る
取
り
組
み

を
す
べ
き
。
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

民
間
の
方
々
の
い
い
経
験
値
を
本
市

に
取
り
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
舞
岳
山
荘
を
利
用
し
た
英
語
の
勉
強

　

会
に
つ
い
て

◇
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
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人
口
減
少
対
策
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庶民の会

 ほんだ　まつひろ

本多 松弘 議員

平成会

はまさき　きよし

濱﨑 清志 議員

 

地
域
お
こ
し
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業
人
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安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

 

空
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と
空
地

QA

A Q QAQAQAQA

QAA

A A QQQ


